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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題で取り組んだ固有値計算ソフトウェアはペタスケールシステムで十分な性能を有し、ポストペタ・エクサス

ケールも見据えた階層的な実装や大規模化にも成功しており、既にいくつか重要なアプリにも導入され、実アプ

リで従来できなかった規模の計算を実現している。さらに、想定されていなかった新たな展開としてビックデータ

やAIなどの新規の分野の展開の可能性も示された。また、企業の実アプリに利用されるなどの社会的な貢献が

顕著であり、新規のベンチャー企業の立ち上げなども行われ、期待以上の展開が行われた。少ない予算にも関

わらず、学術的に意味のある成果をあげ、かつ産業界へのアウトリーチや今後の発展も期待できるものとなった。

今後、ポスト京や大学のスパコンセンターへの展開やSPP-EXAなどの国際プロジェクトをはじめとする国際的な

連携・普及に期待したい。 

A+ 期待を超える十分な成果が得られている 


